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• 欧州原子核研究機構（CERN）とは 

• Inspire 

• Inspire日本人著者情報充実プロジェクト 

• 欧州学術研究機関等の訪問調査 
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欧州原子核研究機構（CERN）とは 

• 英語名 European Organization for Nuclear Research、 

• フランス語名 Organisation Européenne pour la Recherche 
Nucléaire 

 

• 世界最大規模の素粒子物理学の研究所。CERN Convention
により、1954年9月29日発足。 
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欧州原子核研究機構（CERN）とは 

• メンバー国（member states）: 設立時の参加国はベルギー、デ
ンマーク、フランス、ドイツ、ギリシャ、イタリア、オランダ、ノル
ウェー、スウェーデン、スイス、英国、ユーゴスラビアの12カ国。
その後オーストリア、スペイン、ポルトガル、フィンランド、ポー
ランド、チェコスロヴァキア、ハンガリー、ブルガリア、イスラエ
ル、ルーマニアが参加し、現在22カ国。 
 

• 協力国（associate members）:セルビア、キプロス、トルコ、パ
キスタン、ウクライナ、インド 
 

• オブザーバ国（observer states）: European Commission、日本、
ロシア、UNESCO、アメリカ 
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欧州原子核研究機構（CERN）とは 

• スイスのジュネーブ郊外、フランスとの国境地帯に所在。主
なキャンパスはMeyrin（スイス領とフランス領にまたがるメイ
ンキャンパス）とPrévessin（フランス領）。 

 

• 全周27kmの円形加速器、大型ハドロン衝突型加速器（Large 
Hadron Collider; LHC）が国境を横断して地下に設置されて
いる。さらにCMS、ATLAS、ALICE等 の検出器が設置されて
いる。 
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©CERN 

http://cds.cern.ch/record/842418 
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©CERN 

https://cds.cern.ch/record/2119882 



Inspire 

• 高エネルギー物理分野の文献情報データベース（論文件数
120万件以上）。オープンアクセス論文は本文データも提供し
ている。 

• 高エネルギー物理分野の研究機関であるCERN、DESY
（Deutsches Elektronen-Synchrotron; ドイツ電子シンクロトロ
ン）、Fermilab（フェルミ国立加速器研究所; 米国）、IHEP
（High Energy Physics of the Chinese Academy of Sciences; 
中国科学院高能物理研究所）、SLAC（SLAC国立加速器研
究所; 米国）の協力により国際共同運営 されている 。 

• 担当者向けヘルプがインターネット上に整備されている。 今
後1年以内にシステム移行を予定している。 
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Inspireのデータベース構造と 
レコード管理ツール 

• Inspireを構成するレコードコレクション 

HEP（論文）、HepNames（著者）、Institutions（機関）、 

Conferences（会議）、Experiments（実験）、Journals（雑誌）等 

• レコード間にリンクが形成されている。 

• すべてのレコードはMARC形式で記述されている。 

• HEPが自動分析され、著者ごとの執筆論文プロファイル
Author Profileが生成されている。 

• HEPコレクションへのレコード追加は、arXivや出版社等の
サーバからの自動ハーベスト（プレプリント版のレコードと出版
社版のレコードは自動的に統合）、利用者からのデータ提出、
職員による手入力により行われる。 
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Inspireのデータベース構造と 
レコード管理ツール 

• レコード管理ツールとして、  Bibedit（レコードの新規登録、更
新、削除等）、Bibmerge（重複レコードを並列表示して比較し
ながら統合）、Multiedit（複数レコードの同一項目を一括して
同一値に更新）、Batch uploader（レコードの一括更新・追加）
等がある。 

 

• この他、様々な検索オプションやレコード抽出オプションがあ
る。 
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Inspireによる著者情報の管理 

• HEP 

• HepName 

• Author Profile 

10 平成28年度国立情報学研究所実務研修成果報告会 



Inspireによる著者情報の管理-HEP 

• 著者名は、サブフィールド100__a（責任著者）、700__a（共著
者）に記述されている。所属機関は同様に100__u、700__uに
記述されている。 

 

• Refextract機能等により、本文PDFファイル等から引用文献
情報を抽出し、MARC形式のメタデータへ変換することがで
きる。 
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Inspireによる著者情報の管理-HepName 

• 氏名、氏名の別標記、所属機関（履歴）、学位取得に関する
情報、研究分野、各種研究者識別ID（arXiv、ORCID等）が記
述されている。 
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Inspireによる著者情報の管理-Author Profile 

• 論文レコードHEPの著者、著者所属機関、共著者、分野、関
係する実験等のメタデータを自動分析することにより、著者
の表記の揺れを吸収して、著者ごとの執筆論文プロファイル
Author Profileが生成される。 
 

• Author Profileには、HepNameの他、論文から分析した著者
所属機関、共著者、分野、コラボレーション（関係する実験グ
ループ）、キーワード、出版物の種別、分野、引用文献情報
等が表示されている。 
 

• Author ProfileはHepNameとリンクされていなければならない。 
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日本人著者情報の充実 － 実施前の問題点 

• 著者ごとの執筆論文プロファイルAuthor Profileと著者レコー
ドHepNameとの間のリンク関係が形成されていない。 

 

• HepNameが未作成である、または情報が不十分である。 

 

• Author Profileに別人の論文が混入したり、含まれるべき論
文が漏れたりしている。 
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日本人著者情報の充実 － 作業手順 

1. 著者レコードHepNameを正確かつ可能な限り最新の情報に更新
する（必要に応じて新規レコードの登録または既存レコードの更
新）。 

– 所属機関履歴、学位取得情報等の更新 

– アルファベット表記が同姓同名の著者の識別を容易にするため
に、漢字表記を追加（880_a） 

2. HepNameと著者ごとの執筆論文プロファイルAuthor Profileとのリ
ンク形成 

3. Author Profileのクリーニング 

– 別人の論文を切り離し、当該著者の論文を追加 

– 同一著者に対して複数のAuthor Profileが存在している場合は
統合 

– 当該著者のAuthor Profileが生成されていない場合は新規作成 
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日本人著者情報の充実 － 作業手順 

情報源として利用したデータベース等 

• KAKEN科学研究費助成事業データベース 
https://kaken.nii.ac.jp/index/ 

• 研究者リゾルバー http://rns.nii.ac.jp/ 

• Researchmap http://researchmap.jp/search/ 

• 学位論文データベース 
– Cinii Dissertations http://ci.nii.ac.jp/d/ 他 

• JAIRO http://ju.nii.ac.jp/ 他、各大学の機関リポジトリ 

• 各大学の研究者業績データベース等 

• 研究者の個人ウェブサイト等 
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日本人著者情報の充実 
Inspire-KAKENデータベース間の照合 

• Inspireと科学研究費助成事業データベース（KAKEN）との照合
（著者レベルおよび論文レベル）を行い、KAKEN IDをHepName、
HEPレコードに追加した。 

 

• KAKEN IDを利用することにより、著者情報充実のためのレ
コード更新作業が迅速化した。 
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日本人著者情報の充実 
Inspire-KAKENデータベース間の照合 

1) NIIよりKAKENデータをCERNへ提供 

1-1) KAKENデータベースから抽出した著者クラスター 

   （サイテーション付） 

 著者        216,533 件（全研究分野） 

 サイテーション  3,330,472件（延べ数。異なり数は2,538,913件） 

 ほとんどのレコードにDOIを含まない。 

 

1-2) 高エネルギー物理分野のプロジェクトに絞り込む 

• 全研究分野1,003件のうち、関連するのは14研究分野 
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日本人著者情報の充実 
Inspire-KAKENデータベース間の照合 

1-3) 氏名のマッチング 

サイテーションに研究者の (1) 姓（フルスペル）および(2) 名のフル
スペルまたはイニシャル+ “.” が含まれている必要がある。 

 

1-4) 高エネルギー物理分野の著者クラスターの状況 

 著者 2,012件、共著者 3,624件（異なり数） 

 サイテーション  89,245件（延べ数。異なり数は74,552件） 

  うちDOIを含むもの 16,017件（延べ数。異なり数は7,186件） 
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日本人著者情報の充実 
Inspire-KAKENデータベース間の照合 

2) CERN側でアルファベット姓名によるデータ一括照合（7月実施） 

  ・照合不完全 
• フルスペルで複数件一致     27件 

• イニシャルで1件一致     30件 

• 一致しないがAuthor Profileが存在  396件 

  ・照合成功 
• フルスペルで1件一致   1,306件（KEKAN IDを一括投入済） 

（内訳） 

- Author Profileと未リンク    358件 

- Author Profileとリンク済    948件 

※HepNameの確認・情報追加 

 一括照合では同姓同名別人の可能性を排除できないため、既存情報を元に同一人

物であることを確認のうえ、漢字姓名、経歴、情報源等の追記および必要に応じて
Author Profileとのリンク作成を手作業で行う。 
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日本人著者情報の充実 
Inspire-KAKENデータベース間の照合 

3) CERN側で、KAKENデータとInspireデータの論文DOIを照合 
 

KAKENデータの論文    74,577件 

 うち、DOIあり     7,186件 

   うち、DOI一致せず    2,574件 

     DOI一致     4,612件 

     うち、- 少なくとも1件以上の著者名がHepレコードの 

    著者名 1件に一致する論文     4,106件 

    →Inspire論文情報にKAKEN IDを一括投入済 

     - 少なくとも1件以上の著者名がHepレコードの 

    著者名複数に一致する論文        119件 
   →手作業による確認、情報追加 
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今後の課題 

機関情報の整合性維持 
 

• 現時点では、日本に所在する機関のInstitutionsレコードは
1,000件余り存在 し、他国と比較しても件数が多い。 

• これは、レコード作成レベル （機関全体か部局単位か、あるい

はキャンパス単位か）や改組・名称変遷等の要因によるものと
考えられる。 

• しかし、レコード作成・更新時期により判断に揺れがあったり、レ
コードの変遷・親子関係が複雑になったりしているため、整合性
維持が困難になっており、これに対応することが課題となってい
る。 
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今後の課題 

研究者とのコミュニケーション 
 

• 著者自身あるいは関係する研究者との協力が今後重要になる
と考えられる。 

• 現在、CERNと高エネルギー加速器研究機構や日本高エネル

ギー物理学研究者会議との協力推進の動きが加速しており、
今後研究者から直接情報を得ることにより、さらなるデータベー
スの質向上が期待される。 

• Inspireは、現行システムでも利用者とのコミュニケーションツー
ルを持つが、新システムではさらに充実する予定である。 
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欧州学術研究機関の訪問調査 

• iPRES (International Conference on Digital Preservation) 2016参
加（10/3-6, Bern） 

– ベルンで開催されたiPRES 2016に参加し、デジタル情報の長期保存に関
する情報収集を行った。 

• ETH Zürich訪問調査およびワークショップ参加（10/19, Zürich） 

– ETH Zürichを訪問し、研究データ管理に関する調査を行った。また、同大
学の大学院生・若手研究者を対象として開催された研究データ管理に関
するワークショップ（"Data Management in Research – Why and How?"）
に参加した。 

• 英国大学図書館等の訪問調査（10/26-11/3） 

– University of Edinburgh, National Library of Scotland, University of St. 
Andrews, University of Sheffield, University of Leeds, University of 
Oxford, University of Cambridgeを訪問し、デジタルコレクションの管理
（IIIFへの対応を中心に）、研究データ管理に関する調査を行った。 
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欧州学術研究機関の訪問調査 

• Bibliothèque nationale de France訪問調査（11/14-16, 
Paris） 
– BnFを訪問し、IIIFの取り組みについて、すでに導入している海外機

関（Bibliothèque nationale de France、Europeana)の事例を調査した。 

• ドイツ研究機関等の訪問調査（2017/1/24-28, Regensburg, 
Munich） 
– University Library Regensburg, Bavarian State Library, Max Planck 

Digital Libraryを訪問し、ドイツにおけるオープンアクセスの現況
（ゴールドOAの状況、グリーンOAの状況、データリポジトリの構築
等）を調査した。 

• IDCC17参加（2017/2/19-24, Edinburgh） 
– デジタルキュレーションに関する国際会議であるIDCC17 (12th 

International Digital Curation Conference) に参加して情報収集を
行った。 
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